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２０１４年１０月２５日、東京都サンパール荒川において貨物労連青年部連絡会主催で 

「１０周年の集い」を開催しました。貨物労連青年部連絡会は２００３年２月に設立し１０ 

年が経過しました。この１０年間を振り返ると、５０回 

を超える連各会の開催や１３回のレクリエーションを開 

催して若い労連の仲間と交流や意見交換をしてきました。 

また、貨物労連青年部連絡会を担った歴代の幹事は、 

労連各単組の中心を担っています。そこで１０年の節目 

にもう一度そのメンバーが集まって設立までの経緯や 

過去の連各会を振り返るとともに、これから貨物労連青 

年部連各会に集う仲間との交流・連帯をどう発展させて 

いくかを話し合う場として開催しました。 

１０周年の集いには、ＪＲ貨物労組、日倉労組、神奈川臨海労組、京葉臨海労組、ＦＬ労 

 組、北ロジ労組から参加して頂き、総勢２０名が集まりました。その中で貨物労連青年部連 

絡会の設立に携わったＪＲ貨物労組の佐藤達也さん、ＦＬ労組の木原茂記さん、日倉労組の 

藤原崇史さんから話を伺い、当時はＪＲ貨物労組青年部とＦＬ労組青年部しかなく顔も知ら 

ない中で、役員をしていた３名で貨物労連青年部連絡会の設立を目指した話や、最初は青年 

部という概念もなく人を集めるのに苦労した事が話されました。その後、これまでの連絡会 

やレクリエーション等の経過を振り返り、開催してきて印象に残った取り組みなど語り合い 

ました。記念講演では、日倉労組藤原委員長から日倉労組青年部結成について話がされ、反 

対の声が出る中で当時青年部員の対象になる年齢の組合員に話をして、青年部設立のために 

2/3 の組合員に同意を得るために説明に回った苦労話が語られました。 

 最後に各単組の状況や問題点の共有を図り、今後の連絡会について話し合いました。 

 第２部では交流会を行い、連絡会での思い出などを話題に大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


